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配当政策の基本方針の変更に関するお知らせ 

 
 

松井証券（以下「当社」）は、平成 27年 4月 1日開催の臨時取締役会において、配当政策の

基本方針を変更することにつき、下記の通り決議しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

1. 配当政策の基本方針の変更について 

（変更前） 

当社は、業績、主たる業務である信用取引を支える最適な自己資本水準、戦略的な投資の環

境などを総合的に勘案した上で、当期純利益の 30%以上を毎期配当していくことを基本方針と

します。 

（変更後） 

当社は、業績、主たる業務である信用取引を支える最適な自己資本水準、戦略的な投資の環

境などを総合的に勘案した上で、以下の基準に従い毎期配当していくことを基本方針とします。 
 

 配当性向 ： 60%以上 100%以下 且つ 

 株主資本配当率（DOE） ： 7%以上 

 

2. 変更の理由 

当社は、ここ数年において、配当政策の基本方針として掲げた「当期純利益の 30%」を大き

く上回る利益還元を行ってまいりました。今後も積極的な利益還元を継続する方針であり、そ

の姿勢をより明確なものとするため、これまで指標としてきた配当性向の基準を引き上げるこ

とといたしました。また、近年注目されている DOE についても、補完的な指標として追加す

ることといたしました。 

 

 



 

 

 
 

（ご参考） 

過去 10年間の配当状況 
 

※  年表記は和暦、期末時点 

※  配当性向は、当期純利益に対する普通配当（中間配当金＋期末配当金）の割合 

※  株主資本利益率（ROE）＝当期純利益 /（（期首株主資本＋期末株主資本）/ 2） 

※ 株主資本配当率（DOE）＝1株当たり配当金 /（（期首 1株当たり株主資本＋期末 1株当たり株主資本）/ 2） 

 

※ 当社が中長期的な経営目標とする ROEについて、近年の経営成績に鑑み、その目標値を 10%から 20%に 

 引き上げております。 
 

過去 10年間の経営成績 
（単位：百万円）

期末 営業収益 経常利益 純利益
営業収益
経常利益率

ROE 配当性向 DOE

平成17年 36,918 22,571 12,645 61.1% 28.5% 30.0% 8.5%

平成18年 57,072 37,062 20,650 64.9% 35.2% 29.9% 10.5%

平成19年 43,691 22,720 13,444 52.0% 18.8% 46.0% 8.6%

平成20年 39,915 20,744 12,781 52.0% 16.4% 42.1% 6.9%

平成21年 26,724 9,998 6,921 37.4% 9.2% 37.8% 3.5%

平成22年 24,346 11,545 7,661 47.4% 10.7% 50.3% 5.4%

平成23年 22,091 8,479 5,410 38.4% 7.2% 71.2% 5.1%

平成24年 17,703 7,426 4,263 41.9% 5.6% 90.4% 5.1%

平成25年 20,799 10,245 6,427 49.3% 8.2% 79.9% 6.5%

平成26年 39,883 27,175 16,300 68.1% 19.6% 78.8% 15.4%
 

以上 
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